
一般的にサーベイメータ等でバックグラウンドの放射能や線量率を測定する場合、
測定条件のわずかな変化が計測値に影響を与えます。そのため信頼できる計測結果を
得るためには、何回か繰り返し測定を行う必要があります。
繰り返し計測した値をヒストグラムにすると、正規分布に近い形となります。こう

したバックグラウンド計測値の揺らぎの中で試料を測定した際に、統計的に有意な計
測値として検出しうる最低量のことを検出限界値（検出下限値）といいます。
代表的な検出限界値の考え方である３σ法では、バックグラウンド計測値の平均値

に標準偏差（σ：シグマ）の３倍を加えた値を検出限界値と定義します。これは、計
測値が３σよりも大きいとき、バックグラウンド計測値がゆらぎによって３σを超え
る確率が約0.1％であることによります。
３σ法のほかにCurrie法という考え方もあります。この考え方では、検出限界近く

の測定値を「偽陰性」、すなわち誤って不検出（ND）と判断する確率を減らすため、
サンプル測定値の揺らぎも考慮して検出下限値を定めます。
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